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令和７年度 茨城大会における成果と課題 
 
第１課題「教育課程に関する課題」（第１A分科会） 

【成果】 

  ○ ９か年をとおした「学習者主体の学び」を具現化する教育課程を形にするためには、学校内、あるい 

は小中学校間でビジョンを共有し、日常的に情報交換が可能となる環境整備を図ることが重要で、その 

旗振り役が、副校長・教頭の担うべき役割であることが明らかとなった。 

  ○ 小中学校間で定期的に相互に授業参観を行ったり、学習指導の研究を進める枠組みを整えたりするこ 

と、情報共有のためのデジタルツールの活用と活用のための環境整備・継続的な改善といったことが、 

全国各地でそれぞれの実態に応じて行われており、成果を上げていることが共有された。 

  ○ 社会に開かれ、且つ持続可能な教育課程を編成するためには、カリキュラム・マネジメントにより、 

適切な視点をもって、常にその改善に取り組むことが重要である。あえて学校の弱みを地域に伝えなが 

ら、地域を知り、地域と関わり、地域と職員をつなぐことが、副校長・教頭が果たすべき大きな役割で 

あることが確認された。 

【課題】 

  ○ 小中連携を図りながら授業改善を進めて行く上での課題の一つに、個々の教員の授業改善に向かう温 

度差がある。各教員が授業改善の必要性を切実に受け止め、主体的に授業改善に取り組む教員集団を形 

成していくためには、副校長・教頭の働きかけに工夫が必要である。 

  ○ 社会に開かれた教育課程を持続的なものとする上での課題の一つに、構築してきた地域との活動・関 

係が、副校長・教頭の異動に伴って大きく変化してしまうケースがある。様々な教員が地域と学校をつ 

なげる役割を果たせるよう、副校長・教頭による戦略的な人材育成が重要である。 

  ○ 教育課程の充実に係る課題として、カリキュラムづくりに対する教員の主体的な参画の促進、教員の 

働き方改革とのバランスの取り方の難しさがある。カリキュラムづくりへのやりがいをどのようにして 

実感させるか。それを教員の働き方改革とどのように両立させていくか。地区の単位副校長・教頭会が 

個々の取組を共有し、ブラッシュアップする場となることが解決の鍵となる。 

 

第１課題「教育課程に関する課題」（第１Ｂ分科会） 

【成果】 

〇 地域学習の取組を基盤に、福祉学習や児童との交流を活発に行い、児童の学びや育ちを地域の特性に即し

て深めることができた。特に小中合同の授業参観や振り返りを通じて、児童生徒の姿を切り口に「目指す

子供像」の共有が進み、系統的で持続可能な教育活動の推進につながった。 

〇 小中合同研究では、全教職員が共に参画し、組織的に小中連携を深めることができた。教職員間の協働が

促進されたことで、児童の学力向上や意欲向上、また教職員自身の授業改善意識の高まりにつながった。 

〇 教頭が校種間や地域の窓口となり、目的を明確に示して相手に伝えることで、担当者同士の具体的な協議

が充実し、実効性のある連携へとつながった。副校長・教頭がつなぐ役割を果たすことで、園・小・中・

高・特支など多様な校種の連携が組織的に推進された。 

〇 校種や校種を超えた「人」と「人」とのつながりを土台に、組織的・計画的に進める仕組みづくりが進み、

児童生徒にとっても教職員にとっても魅力ある学校づくりが進展した。 

〇 授業改善では「習得」と「活用」のバランスを工夫し、知識の理解だけでなく実社会を見据えた活用の場
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面を取り入れることで、生徒の学びの深まりと広がりが実現した。 

〇 教頭会・副校長会での協働研究を通じて、各校の教職員間の協力関係が強化され、教育目標に基づく一貫

した指導が可能となった。副校長・教頭が調整・助言役を担うことで、授業改善や学校運営が組織的・計

画的に進められた。 

〇 教職員がチームとして取り組む仕組みを副校長・教頭が提案し、協働体制を整えたことで、生徒の学びの

質の向上だけでなく、教職員にとっても学び合い・高め合う風土が広がった。 

【課題】 

〇 副校長・教頭やキーパーソンの力量に依存するのではなく、引き継ぎ可能な手順や仕組みを整え、誰が担

っても持続できる組織体制を構築することが大切である。 

〇 地域学習や交流が「活動が目的化」しないよう、教育課程の中にねらいや評価を明確に位置付け、資質・

能力の育成とつなげていく必要がある。 

〇 小学校側の視点に偏らず、幼保・中・高・特支などそれぞれの特性や文化を尊重し、相互の学び合いを保

障する校種間の“対等な関係”を築くことが課題である。 

〇 札幌市全体に広げる際には、取組の精選や効率化を進め、教職員の負担を減らしながら持続可能な連携の

在り方を模索することが求められる。副校長・教頭は、目的を吟味し、負担を調整しながらも、多様な人

材が自分事として関われるようコーディネートしていくことが重要である。 

〇 「習得」と「活用」のバランスをさらに高めるために、基礎学力の定着と発展的な活用を系統的に位置づ

け、授業改善を継続することが求められる。 

〇 教頭会・副校長会での研究成果を校内に浸透させるには、公開授業やリフレクション、ルーブリックの活

用など、組織的な改善サイクルを短期で回す仕組みづくりが重要である。 

〇 生徒一人一人の資質・能力の伸長を支えるため、意識調査や成果検証を定期的に行い、データを根拠とし

た改善に取り組む必要がある。 

〇 市全体に成果を広げるためには、情報共有や教材・評価の共同開発を推進し、教員の負担を軽減しながら

持続可能な協働体制を整えることが副校長・教頭に求められる。 

 

第２課題「子供の発達に関する課題」（第２分科会） 

【成果】 

〇 地域の方の思いと、子供たちが求めていることをすり合わせていくコーディネーターの役割が大切であ

ることを共有することができた。 

〇 学校の弱みを見せることで、地域の協力を得ることができる。学校の悩みを出し、課題を学校運営協議

会で発信したり、地域行事等で信頼関係を築いたりしていくことが有効。 

〇 個に応じた居場所づくり、個に応じた教育ができている。コミュニケーションの機会を拡張することで、

先生方の笑顔もかなえることができたと感じる。 

〇 インクルーシブ教育の一環で、関心の高い効果的な取り組みである。地域により状況は異なるが、人材

のネットワークづくりも副校長・教頭の仕事であると再認識された。今後も児童生徒を大事に考えマネジ

メントをしていきたい。 

【課題】 

〇 学校は、「自分たちの生き方や豊かな心を育てようとしているか」について、地域の否定的な意見に対し、

質問や返答の仕方を変えてみることで、地域や保護者とつながることができる。共有のビジョンを持つこ

とで、ずれを生ませない。そのためにはグランドデザインを手元において、双方で話を進めていく必要が

ある。 

〇 不登校の課題を地域へ投げかけ、外部の方の協力を得て、別室登校で交流をするなど、課題解決に向け
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て、地域の方の意見や協力を得ていくことが大事。 

〇 全国的に人員不足。学校と保護者、双方の意見を聞いてつなぐことが大事。それぞれの立場に立って考  

えることで、信頼を獲得していく必要がある。 

 

第３課題「教育環境整備に関する課題」（第３分科会） 

【成果】 

 〇 人的な教育環境整備の必要性が高まる中、学校運営協議会を組織し、地域人材を活用することで、学習

支援、体験活動、安全管理など、さまざまな面で協力を得ることができる。地域の方々の本物の力、温か

い心に触れることで、子供たちは地域のよさを認識することができ、地域の一員として生きていこうとす

る意欲や態度の育成につながっている。 

  〇 地域との連携、コミュニティ・スクールを進める中で、副校長・教頭がチームとなり、それぞれの運営

組織との関係性も含めて取組を共有することで、各校の実践を互いに生かすことができる。また、情報共

有で明らかになった課題について行政にも働きかけることで、学校・地域・行政の連携が強化され、学校

間格差の軽減などにつなげることができる。 

  〇 地域との連携について、人材確保の難しさが懸念材料としてある中、地域住民だけでなく、大学をはじ

めとする近隣の教育機関や企業と連携を図っている実践が全国各地で進められている。学生や現役世代を

取り込むことで、高齢化などの問題に左右されない持続可能な取組に発展させることが期待できる。 

【課題】 

  〇 地域によっては高齢化や人口減少などにより、人材の確保が難しくなっている。また、地域コーディネ

ーターの人選については、行政によるフォローがある地域は少なく、運営組織を固め、活動が軌道に乗る

までに時間がかかる。また、組織の立ち上げや活動の運営について、地域コーディネーターや副校長・教

頭への負担が大きくなっている。 

  〇 副校長・教頭の異動、地域コーディネーターの交代などにより、当初の目的が適切に共有されず、学校

と地域の連携が持続可能なものとなりにくいケースが見られる。子供は地域のためにあるということ、ま

た副校長・教頭は校長を助ける立場であるということにも立ち返り、学校が目指す子供の姿、地域が目指

す子供の姿を具現化できるよう、副校長・教頭は調整力を発揮する必要がある。そして、学校に関わりの

ある一人一人が参画できる仕組みを構築しなければならない。 

 

第４課題「組織・運営に関する課題」（第４分科会） 

【成果】 

〇 揃わない前提の学校づくりを意識し、これまでの画一的な指導から生徒に考えさせる支援・個々の生徒

に寄り添った丁寧な支援を心がけるなど、教頭が教職員全体の価値観のアップデートを支援したことで、

教員と生徒の信頼関係が構築され、新規不登校者が８２％減少した。 

〇 教職員が「揃える」という従来の価値観をアップデートしたことで、生徒の主体性を引き出す授業の在

り方を自ら考え、自主研修を行うなど、教職員が互いに学び協力し合う学校文化を構築した。これにより

８０％を超える生徒が授業を「楽しい・わかりやすい」と回答するなど、授業の質が向上し、生徒の学習

意欲が高まることにつながった。 

〇 教職員の現状を把握し、組織の発達段階に応じた改革を副校長・教頭が校長と教職員のパイプ役となり、

「自主・向上性」と「同僚・協働性」を両立させる取組を通じて、組織としての目標や共有ビジョンの形

成を進めた。これにより、教員の働きがいが高まり、組織の活力が向上し、長期的な視点を持つ教員組織

の育成を進めることができた。 

〇 地元短大との中大連携や町内小学校との交流事業など、地域の教育資源を積極的に活用することで学校
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側だけでなく地域側にもメリットがある Win-Win の関係を築き、持続可能な地域連携に取り組むことが

できた。 

【課題】 

〇 今後５年で教員のほぼ全てが入れ替わるため、これまでの取組の継続性が最大の課題となっている。単

なる「伝統」として引き継ぐのではなく、常に「生徒が自ら考え判断し行動できるためにはどうすればよ

いか」を考える続けるマインドを継承していく必要がある。 

〇 保護者や地域が「揃える」ことを求める場合もあり、多様な価値観の中で学校運営を円滑に進めるには、

合意形成と理解促進を継続的に進めることが大切である。 

〇 若手教員の増加とミドルリーダー層の不足により、OJTが機能しにくい状況があるため、計画的な人材

育成が求められる。ベテラン層を含め、多様な年齢層や価値観を持つ教職員全体が同じ方向を向き、目標

を共有できるよう、副校長・教頭がパイプ役となり継続的な対話と調整を行うことが不可欠である。 

 

第５課題「教職員の専門性に関する課題」（第５A分科会） 

【成果】 

○ 世代間連携と支援体制の強化によって、若手とベテランの協力やメンター制度、OJTを通じて、日常的

な指導力向上と自己有用感が醸成され、校長・教頭の役割認識が明確化された。 

○ 教員同士の対話やアイスブレイクを通じて、風通しの良い職場環境が構築され、心理的安全性を向上。

教員の働きがいやケアも「見える化」され、モチベーションが向上した。 

○ 若手指導を通じて、中堅・ベテラン教員が指導助言や模範授業を行うことで、自身の専門性も高まる好

循環が生まれた。 

○ 授業公開や生徒指導マニュアルの整備、チーム対応体制の構築により、学校全体で若手育成に取り組む

文化が形成された。 

  ○ 独創的なアイデアとスキル向上の推進の中で、「かえろうカード」や座談会を活用し、働き方改革を実現

でき、授業公開やOJT研修によるスキル向上も進展した。 

【課題】 

 ○ 学校行事や部活動の影響で研修時間が確保しにくく、ICT導入の普及率や効果的な運用も限定的で、時

間・環境への制約がある。 

○ 若手とベテランの二極化が進み、ミドル層が育ちにくい構造的課題や、若手の早期退職者へのフォロー

体制の不足が指摘された。 

○ 若手の心理的・技術的負担への対処が求められている中、各校の育成方針や足並みの不一致のため、育

成方法の負担と統一性に課題がある。 

○ 生徒指導においては、ベテランの経験に依存する部分が多く、体系的な指導方法の継承が課題となって

いる。 

 

第５課題「教職員の専門性に関する課題」（第５B分科会） 

【成果】 

○ 教職員の学校運営参画意識向上に向けて、質問紙調査を活用することで、同僚性・協働性の向上と、学

校組織風土と職場充実の関連性を明らかにすることができ、ベテラン教師が人材育成を行う当事者意識を

持って、若手職員へどのような視点で声掛けや承認を行うべきかが明らかになった。 

○ 職場のウェルビーイングを高めるためには、管理職や同僚からのサポートや認められ感が「働きがい」

につながり、「働きがい」の獲得が同僚性へ影響していることが明らかとなった。教頭の役割としては、具

12



体的な言葉がけや肯定的な評価を意識的に実行していくことが教職員の心理的安全にもつながっていくこ

とが調査から示された。 

○ 町内の教頭会が一体となって、副校長・教頭間のネットワークの良さを最大限に生かしながら、調整・

連絡を行い、指導教諭が職職員の教育指導の改善や充実に資する場を広く設定したことで、配置校である

単一校だけでなく、町内全体の小中学校の教職員へ、指導教諭の授業力・指導力が伝播し、若手育成につ

なげることができた。指導教諭の実践、アドバイスは町内の教職員の大きな指標となっている。 

【課題】 

○ 質問紙による調査と副校長・教頭からの聞き取りから、同僚性・協働性の向上と、学校組織風土と職場

充実の関連性を明らかにすることができたが、教職員のウェルビーイングのさらなる獲得には同僚による

関わりに加えて副校長・教頭の関わりも必要不可欠だといえる。さらに、同僚性・協働性の向上が及ぼす

学校運営参画意識の向上との関連性について検証し、同集団の意識の変容を見取る研究方法を模索し、明

らかにしていきたい。 

○ 全国的に見て、今後ますます職場における若手育成の必要性が高まっていく中で、指導教諭やベテラン

教師がもっている優れた授業力・指導力という大切な教育技術の継承をいかに行っていくべきか、さらな

る取組やシステムの構築が必要である。指導教諭やベテラン教師の活用にあたり、管理職が適切に評価・

支援をしながら、若手育成にあたる先生自身の当事者意識や働きがいの向上にも努めていく必要がある。 

 

第６課題「職員室の心理的安全性を高める―全国公立学校教頭会の調査を受けて―」（第６分科会） 

【成果】  

  ・提言テーマ「①全公教の調査結果分析と考察 ②職員室の心理的安全性を高める 」 

・演題「職員室の心理的安全性を高める ～全国公立学校教頭会の調査を受けて～」 

・講師「元北海道公立中学校長  森 万喜子 氏」 

 〇 講演では、森先生のユーモアを交えた話術により、心理的安全性を高めるということの本質を体験的

に理解することができた。「学校教育目標の達成」「教職員一人一人の資質・能力の向上」「副校長・教頭

として、組織及び個人の強みを生かした人材育成」「望ましい職員室・学校の在り方」等をテーマに講演

はスタートした。しかし、森先生が話す内容はテーマから参加者が想像していたものと少し違い、まる

で我々副校長・教頭の普段の勤務における様々な思いを代弁していただいたような爽快感が残るもので

あった。森先生の話を聞いているだけで副校長・教頭の複雑な思いや歯痒さがどこかに飛んでいき、勤

務における悩みについてその結論を端的に述べていただいた。森先生の語り口は軽快で、参加した副校

長・教頭から終始笑みがこぼれていた。いろいろなテーマについて森先生が真に参加者に伝えたかった

ことは、心理的安全性をベースに考えることで「学校教育目標の達成」「教職員一人一人の資質・能力の

向上」「副校長・教頭として、組織及び個人の強みを生かした人材育成」「望ましい職員室・学校の在り

方」等の課題に対してその答えが自ずと導かれていくということである。 

 〇 グループ協議では、「各学校や地域における教育実践の現状と課題」と「全公教調査・文教施策と講演

をもとにした具体的な改善策」の２本の柱で協議を進めることができた。参加者同士、それぞれの学校

の現状や取組について盛んに意見を交流することできた。また、教育実践上の課題に対して、副校長・

教頭という立場でどのように取り組んできているか、人材育成する上での悩みなどについて積極的に意

見を述べることができていた。午前中に行われた森先生の講演を受け、どの参加者も心理的安全性を意

識した交流ができていた。参加者の先生方からも終始笑顔が見え、充実した協議となったことが伺えた。 

【課題】 

○ 全国公立学校教頭会の調査結果をより具体的な政策提言、各地区における要請活動をさらに積極的に

行っていくことが重要である。 
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○ 昨年度と同様に学校現場での人員不足等により、特に副校長・教頭の職務は依然として苦しい状況に

ある。授業だけでなく担任をもつ副校長・教頭も珍しくない。学校が心理的安全性を保った環境を維持

できるよう、また、教師のウェルビーイングが子供たちの豊かな学びへつながるよう、副校長・教頭が

積極的に行動していかなければならない。 

 

特別分科会Ⅰ 

講演：「教師が働きがいを高める環境整備を推進していくための副校長・教頭の役割」 

講師：埼玉県上尾市立上平小学校 校長 中島 晴美 氏 

【成果】 

〇 ウェルビーイングの必要性について、第4期教育振興計画からこれからの教育・コンセプトとして提唱

されていることを確認し、ウェルビーイングの概念について理解することができた。また、ウェルビーイ

ングな学校づくりについて、中島先生が実践してこられた数々の具体例を基に、今後自校で取り組んでい

くことや新しいアイデアについて交流することができた。 

〇 ウェルビーイング（幸せ）な組織は、生産性や創造性が高く、離職者が少ない、病休発生率が少ない、

ということが分かった。 

〇 ウェルビーイングな環境を構築するためには、副校長・教頭がウェルビーイングについて知り、活用す

ることが大切である。幸せに生きる大人の姿を見て、子供たちは幸せに生きる力を身に付けて育つという

こと、ウェルビーイングな学校づくりが、働きがいのある職場づくりにつながるということを学ぶことが

できた。 

〇 教師の働きがいを高める、ウェルビーイングな学校づくりのためには、副校長・教頭自身がウェルビー

イングとなることが大切である。そのためにまず自分自身を整えること、そのことが教職員のウェルビー

イングにつながり、児童生徒のウェルビーイングにもつながっていくということを学ぶことができた。 

【課題】 

〇ウェルビーイングな学校づくりのための副校長・教頭の役割は、まず、学校の目標(ビジョン)を理解し、

組織を目標に導く未来を見据えたビジョンを持つことである。そのためには、組織の状態をキャッチする

必要がある。学校自己評価を全職員で分析し次年度の重点課題を立てることなどを通して自校の課題をつ

かみ、具体策を教職員とともに考え、校長に報告・進言・実行することができるとよい。 

〇 働きがいのある職場にするためには、教職員の心理的安全性が確保されることが不可欠である。副校長・

教頭は、コミュニケーションを密に取り、より良い人間関係づくりのために尽力する必要がある。感謝と

ねぎらい、笑顔、言葉を大切にするとともに、ポジティブな発信を心がけて教職員に浸透させていくこと

が大切である。 

〇 ウェルビーイングな学校づくりのためには人材育成は不可欠である。副校長・教頭はベテラン教員に働

きかけ、一緒に入って見守って振り返る等、ＯＪＴを通して若手を育て、成功体験を積ませていくことが

課題である。 

 

特別分科会Ⅱ 

魅力発信で 教員不足解消を－今 副校長・教頭としてできること－ 

午前の部：木内酒造株式会社 代表取締役社長 木内敏之 氏 

「酒造り200年 木内酒造の世界への挑戦」 

午後の部：教育研究家 妹尾昌俊 氏 

「やってよかったという実感のある働き方改革を進めるには」 
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【成果】 

○ 「魅力発信」について、自校の魅力が見いだせていない方にとって、木内氏のチャレンジ精神や妹尾   

氏の抵抗感に寄り添うという講演内容が、自校の魅力発見の手立てに繋がるものであった。 

○  木内氏の情熱と行動力の裏にある生き様は、教師としての営みにとって通ずるところが多く参考となっ

た。その後に、妹尾氏の理論に基づいた教育に関する専門的な講演が位置付けられていたことで、本大会

研修の学び全体を一体化した思考が生み出され、充実した研修となった。 

○  木内氏の講演は、世界における日本人の立ち位置について、このままでは世界に取り残されてしまうと

いう危機感や世界に通用する子ども達の育成の重要性が示された。さらに地域を愛し、地域を生かす工夫

を考えることができる人財育成ために学校はどうしたらよいか等、受講者の考えるポイントが示され、自

校に戻って教職員と協議したいという意見が多数あった。また、妹尾氏の講演では「まだやれることがあ

るかもしれない」という希望を受講者に抱かせ、今ある強みを生かしながら、先生方が笑顔で生き生きと

働く姿を子供たちに見せることこそが、教員不足の解消につながっていくのだと確認できた。 

○  木内氏が、地元の資源の魅力を最大限に生かし、さらに循環させる仕組みを構築しながら、「茨城発世界

へ」と挑むチャレンジ精神あふれる生き方や考え方に感銘を受けた方が多くいた。講演を受けてのグルー

プ協議では、日本各地の副校長・教頭先生方が対話を通して学びを深めることができた。 

【課題】 

○  講演は興味深い意見や視点も多く、教育現場外からの話として参考になったが、テーマ自体がこの職業

の根幹に関わる部分であり、協議をしていても各学校単位での取組だけでは限界があり、国や県がどこま

で学校任せにしない方策を出してくれるかという課題がある。 

○  午前中の講演とテーマの結びつきを見つけ出すのが困難と感じている参加者がいた。また、参加者の勤

務校で何ができるのかと考えることや抵抗感を減らすことは難しいと感じる参加者がいた。 

○  成功している経営者の講話は自身の成功体験やそこまでのプロセスの説明が殆どで、失敗について語ら

れる事があまりないと考え、自分の知識や力不足を感じた参加者がいた。 

○  運営側としての仕事内容が直前まで見えにくかったことが課題である。 

○  分科会の司会者の先生方に、講師の先生の講演内容や流れをもう少し早く適切に伝えることができれば

よかったという意見があり課題となる。 
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